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送信日時：2007 年 10 月 01 日(月) 14 時 25 分 25 秒 

---------------------------------------- 

[公開草案] 

公開草案 

----------------------------------------- 

 ■ 法人名 ：関西電力株式会社 

 ■ 部 署 ：経理室計画グループ 

  

  

----------------------------------------- 

 ■コメント： 

「工事契約に関する会計基準（案）」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針（案）」に対す

るコメントについて 

 

平成 19 年 10 月 1 日 

関西電力株式会社 

 

１．範囲について（本会計基準案第 2項、第 3項、第 26 項から第 28 項） 

 

 会計基準適用の範囲について、本会計基準案では、設計・研究・調査等の業務について適用の

範囲に含まれるか否かが不明確であります。よって、指針等において具体的に規定ないし解説さ

れるべきであると考えます。 

 

２．工事損失引当金について（本会計基準案第 18 項、第 19 項、第 58 項から第 66 項） 

 

 工事損失引当金について、期末における全契約を引当の対象とするのは、実務手続き面で相当

に煩雑となることが予想されます。よって、財務諸表利用者の判断を誤らせない範囲において重

要性の乏しい工事契約については、引当の対象に含めないことができる旨を指針等において明記

されることが望ましいと考えます。 

 

３．四半期財務諸表における取扱いについて 

 

 工事進行基準による計上及び工事損失引当金の計上は、見積り要素が強くかつ件数が多数に及

ぶことが予想されますが、四半期報告書は開示の適時性が求められていることを勘案すると、四

半期財務諸表においては、重要性基準の採用や見積もり方法の簡素化などの簡便的な処理が認め

られるべきではないかと考えます。 
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以  上 

 

----------------------------------------- 

 ■添付ファイル 

  https://www.asb.or.jp/opinion/attach/ 
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